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『
往
生
要
集
』
引
用
文
か
ら
見
た
『
宝
物
集
』
に
つ
い
て
（
五
）

―
七
巻
本
巻
五
相
当
部
分
対
照
表
と
そ
の
言
語
面
の
検
討
―

古
田
恵
美
子

The
linguastic

com
parison

betw
eeen

the
quoted

passages
in
[H

ôbutusyû
]

from
[Ô

jyôyôsyù
]

and
their

original
passages

in
[Ô

jyôyôsyù
]

Em
iko

Furuta

目
次一

、
は
じ
め
に

二
、
『
宝
物
集
』『
往
生
要
集
』
諸
本
対
照
表
お
よ
び
検
討

三
、
ま
と
め一

、

は
じ
め
に

筆
者
は
、
先
に
『
『
往
生
要
集
』
引
用
文
か
ら
み
た
『
宝
物
集
』
に
つ
い
て
』（
『
築

島
裕
博
士
傘
寿
記
念
国
語
学
論
集
』
汲
古
書
院

二
〇
〇
五
）
、『
往
生
要
集
』
引
用

文
か
ら
見
た
『
宝
物
集
』
に
つ
い
て
（
二
）
』（
横
浜
国
立
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀

要
９
（
人
文
科
学
）
二
〇
〇
七
）
、『
同
（
三
）
』（
同
紀
要

二
〇
一
四
）
、『
同(

四)

』

16

（
同
紀
要

二
〇
一
五
）
に
お
い
て
、『
宝
物
集
』
中
に
引
用
さ
れ
た
、
『
往
生
要

17

集
』
お
よ
び
、
『
栄
花
物
語
』
の
本
文
の
言
語
上
の
位
相
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
右

の
拙
稿
で
は
、
『
宝
物
集
』
七
巻
本
で
言
え
ば
、
巻
四
の
終
わ
り
ま
で
比
較
検
討
し

た
。
本
稿
で
は
、
引
き
続
き
、
七
巻
本
の
巻
五
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
比
較
検

討
を
行
う
。現
存
す
る
一
巻
本
は
二
種
七
巻
本
の
巻
五
相
当
分
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、

巻
五
部
分
に
は
一
巻
本
に
『
往
生
要
集
』
を
典
拠
と
す
る
部
分
が
存
在
し
な
い
の
で
、

本
稿
で
は
、
一
巻
本
は
比
較
対
照
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
二
種
七
巻
本
の
内
、
吉
川

本
を
中
心
に
比
較
対
照
す
る
。

比
較
対
照
の
目
的
は
、
「
七
巻
本
に
増
補
さ
れ
る
と
き
、『
往
生
要
集
』
か
ら
内
容

が
引
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
形
の
『
往
生
要
集
』

が
使
わ
れ
た
の
か
」
で
あ
る
。
前
稿
（
拙
稿
二
〇
一
五
）
ま
で
は
、
「
一
巻
本
が
成

立
し
た
と
き
に
使
わ
れ
た
『
往
生
要
集
』
が
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
か
、
そ
し
て
、

一
巻
本
が
七
巻
本
に
増
補
さ
れ
る
と
き
、
ま
た
別
の
『
往
生
要
集
』
が
参
照
さ
れ
て

い
る
の
か
」
で
あ
っ
た
。
今
回
は
、
七
巻
本
へ
の
増
補
時
の
み
を
考
え
る
た
め
、
年

代
を
少
し
新
し
く
想
定
し
、
鎌
倉
期
の
『
往
生
要
集
』
の
形
態
を
考
え
て
比
較
し
て

い
き
た
い
。

本
研
究
全
体
の
意
図
お
よ
び
目
的
、
方
法
、
『
宝
物
集
』
『
往
生
要
集
』
『
栄
花
物

語
』
の
諸
本
の
書
誌
、
依
拠
し
た
影
印
本
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
右

『往生要集』引用文から見た『宝物集』について（五）
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拙
稿
お
よ
び
拙
稿
一
九
九
五
、
一
九
九
一
（
注
１
）

に
譲
る
。

二
、
比
較
対
照
表

対
照
表
の
見
方

本
対
照
表
は
以
下
の
順
で
示
す
。

青

『
往
生
要
集
』
青
蓮
院
本

上
中
下
三
巻
の
巻
、
本
文
の
所
在
、
筆
者
移
点

ノ
ー
ト
に
よ
る
訓
読
文
。
尚
、
こ
の
本
は
右
側
に
あ
る
仮
名
点
が
主
で
あ
る
が
、

少
数
で
は
あ
る
が
、
左
側
に
別
訓
の
仮
名
点
が
あ
る
場
合
が
あ
る
。
左
訓
が
『
宝

物
集
』
の
本
文
に
近
い
場
合
に
は
（
左

）
と
い
う
形
で
、
括
弧
に
入
れ
て
示
し

た
。

最

『
往
生
要
集
』
最
明
寺
本

『
最
明
寺
本
往
生
要
集

譯
文
篇
』（
注
２
）

に

お
け
る
巻
、
本
文
所
在
、
訓
読
文

神

神
宮
本

神
宮
徴
古
館
所
蔵

仁
平
二
年
書
写
本

上
末
の
み
の
一
帖
。
本
文

の
所
在

筆
者
の
移
点
ノ
ー
ト
に
よ
る
訓
読
文

た
だ
し
、
青
蓮
院
本
の
訓
読
文

と
異
な
る
時
の
み
掲
出
し
た
。

元

元
久
本

大
東
急
記
念
文
庫
蔵

元
久
元
年
写
本

上
末
の
み
の
一
帖
。
本
文

の
所
在

筆
者
の
移
点
ノ
ー
ト
に
よ
る
訓
読
文

た
だ
し
、
青
蓮
院
本
の
訓
読
文

と
異
な
る
時
の
み
掲
出
し
た
。

淨

『
往
生
要
集
』
淨
福
寺
本
、
上
（
本
）、
中
（
末
）
二
巻
の
巻
、『
浄
福
寺
本

仮
名
書
き
『
往
生
要
集
』
影
印
・
翻
刻
・
解
説
』
（
西
田
直
樹
・
西
田
直
敏
一

九
九
四
）
本
文
影
印
中
の
所
在
、
本
文

栄

『
栄
花
物
語
』
梅
沢
本
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系

（
上
下
）
の
巻
、

ペ
ー
ジ
、
行
、
凡
例
か
ら
復
元
し
た
底
本
本
文

吉

『
宝
物
集
』
吉
川
本
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
で
の
ペ
ー
ジ
、
行
、

凡
例
か
ら
復
元
し
た
底
本
本
文

二
、『
宝
物
集
』『
往
生
要
集
』
諸
本
対
照
表
お
よ
び
検
討

比
較
箇
所
㉜

『
宝
物
集
』
巻
五

『
往
生
要
集
』
大
文
一
ー
一
ー
四
叫
喚
地
獄

青

上
一
一
ウ
７

[

於]

佛
ノ
所
ニ
癡
（
痴
の
旧
字
）
ヲ
生
シ
、
世
出
世
ノ
事
ヲ
壊
リ
、

ナ

ヤ
フ

浄

上
二
三
ウ
３

佛

の
み
も
と
に
お
い
て
、
癡
を
生

し
て
、
世
出
世
の
事
を
や
ふ

ホ
ト
ケ

チ

シ
ヤ
ウ

セ

シ
ユ
ツ
セ

シ

り
、

吉

二
二
一
ペ
６

於
仏
所
生
疑
（
痴
の
誤
カ
）、
懐(

壊
の
誤
カ
）
世
出
世
事
、

青

解
脱
ヲ
焼
ク
コ
ト
火
（
ノ
）
如
（
ク
）
ナ
ル
ハ
、
所
謂

酒
ノ
一
ノ
法
ナ
リ
。

浄

解
脱
を
や
く
こ
と
ひ
の
こ
と
く
な
る
は
、
い
は
ゆ
る
さ
け
の
一
法
也
。

ケ

タ

ツ

ホ
ウ

吉

焼
解
脱
如
火
、
所
謂
酒
一
法

正
法
念
経
の
偈
で
あ
る
。
（
注
３
）

吉
川
本
は
、
新
古
典
体
系
に
よ
れ
ば
、
瑞
光
寺
本
・
九
冊
本
と
も
に
「
癡
」
（
「
痴
」
の
旧

字
）
を
「
疑
」
に
、
「
壊
」
を
「
懐
」
に
誤
っ
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
。
『
往
生
要
集
』
の
諸
本
は
全

て
、
「
痴
」
に
つ
い
て
は
「
癡
」
に
な
っ
て
い
る
。
『
宝
物
集
』
の
誤
写
の
可
能
性
が
高
い
が
、
こ
の

期
の
仏
典
で
は
、
「
疒
」
（
や
ま
い
だ
れ
）
が
小
さ
め
に
書
か
れ
た
り
、
「
忄
」
（
り
っ
し
ん
べ
ん
）

の
縦
画
が
短
く
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
精
査
が
必
要
で
あ
る
。

吉
川
本
は
読
み
下
し
た
形
で
は
な
く
、
漢
文
の
形
の
ま
ま
掲
出
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
比

較
で
も
（
拙
稿
二
〇
〇
五
～
二
〇
一
五
）
『
宝
物
集
』
の
一
巻
本
・
吉
川
本
を
含
む
二
種

七
巻
本
で
は
基
本
的
に
偈
は
漢
文
の
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
私
見
で
は
、
平
安
後
期
、
偈

は
寺
院
の
儀
式
の
場
で
は
音
読
し
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
（
拙
稿
一
九
九
一
）
、
『
宝
物
集
』

も
偈
は
音
読
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
た
可
能
性
が
伺
え
る
。

一
方
、
『
往
生
要
集
』
青
蓮
院
本
・
浄
福
寺
本
、
ま
た
こ
こ
に
は
挙
げ
て
い
な
い
が
、
平
安

後
期
の
訓
読
本
で
あ
る
最
明
寺
本
、
室
町
期
の
仮
名
書
き
で
あ
る
明
性
寺
本
な
ど
管
見

古田 恵美子
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に
入
っ
た
諸
本
は
、
偈
も
訓
読
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
多
分
、
そ
れ
ら
は
読
む
た
め
の
本

で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
い
わ
ば
注
釈
と
し
て
訓
読
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
、
吉
川
本
が
、
漢
文
の
形
の
ま
ま
掲
出
し
て
い
る
理
由
と
し
て
は
以
下

が
考
え
ら
れ
る
。

一
、
元
本
の
形
に
よ
る
理
由

１
，
『
往
生
要
集
』
の
漢
文
本
を
見
て
書
き
写
し
た
。

２
，『
往
生
要
集
』
訓
点
本
を
見
、
こ
の
部
分
に
読
み
下
せ
る
訓
点
が
有
っ
て
も
、

書
き
下
さ
ず
に
書
き
写
し
た
。

（
少
な
く
と
も
こ
こ
で
参
照
さ
れ
て
い
る
の
は
仮
名
書
き
本
で
は
な
い
。）

３
，
字
音
読
み
さ
れ
た
も
の
を
聞
き
、
後
で
漢
字
を
当
て
た
。

二
、
元
本
が
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
て
も
、『
宝
物
集
』
の
編
集
方
針
に
よ
る
理
由
。

４
，
偈
は
音
読
す
る
の
が
当
た
り
前
で
あ
る
か
ら
、
漢
文
を
掲
げ
て
お
け
ば
想
定

す
る
読
者
は
音
読
で
き
る
と
考
え
た
。

５
，
ど
の
よ
う
な
語
形
で
読
む
か
は
問
題
で
は
な
く
、
漢
文
を
掲
げ
て
お
け
ば
、

表
意
文
字
た
る
漢
字
に
よ
っ
て
、
想
定
読
者
に
は
意
味
内
容
が
わ
か
る
と
考

え
た
。

原
本
の
形
に
つ
い
て
は
、こ
の
部
分
で
は
似
た
字
形
の
書
き
間
違
い
が
あ
る
の
で
、

１
あ
る
い
は
２
の
、
漢
字
を
見
て
書
い
て
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
往
生
要

集
』
諸
本
で
管
見
に
入
っ
た
も
の
は
、
偈
も
訓
点
が
付
い
て
い
る
も
の
が
殆
ど
で
あ

る
こ
と
か
ら
し
て
２
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

編
集
方
針
に
つ
い
て
は
に
わ
か
に
は
決
め
が
た
い
。
た
と
え
ば
拙
稿
二
〇
〇
七
比

較
箇
所
⑰
で
、
和
文
体
が
主
で
あ
る
『
栄
花
物
語
』
も
ま
た
、
偈
は
漢
文
で
掲
出
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
一
世
紀
前
半
の
和
文
で
あ
る
『
栄
花
』
の
場
合
は
４
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。

『
宝
物
集
』
の
場
合
は
、
参
照
し
た
『
往
生
要
集
』
が
純
粋
に
全
く
漢
字
の
み
で
、
訓
点

が
全
く
付
い
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
偈
の
部
分
だ
け
漢
文

表
記
と
い
う
の
は
何
か
の
考
え
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
４
・
５
共
に
考
え
ら
れ
る
が
、

私
見
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
音
読
を
想
定
し
、
４
の
方
が
大
き
い
と
考
え
る
。

比
較
箇
所
㉝

『
宝
物
集
』
巻
五

『
往
生
要
集
』
大
文
一
ー
一
ー
五

地
獄

青

上
一
一
オ
６

獄
卒
、
罪
人
ヲ
呵
責
シ
テ

偈
ヲ
説
テ
云
（
ハ
ク
）
、

最

上
一
一
オ
１

獄
卒
、
罪
人
を
呵
責
し
て

偈
を
説
て
言
く
、

浄

上
二
四
オ
７

獄
卒
、
つ
み
人
を
呵
責
し
て
、
偈
を
と
い
て
い
は
く
、

コ
ク
ソ
ツ

カ
シ
ヤ
ク

ケ

吉

二
二
五
ペ
４

獄
卒
、
地
獄
に
し
て
罪
人
に

を
し
へ
て
い
は
く
、

青

妄
語
ハ
第
一
ノ
火
ナ
リ
。
尚

能
ク
大
海
ヲ
ス
ラ
焼
（
キ
）
テ
ム
。

最

妄-

語
は
第
一
の
火
な
り
。
尚
（
し
）
能
く
大-

海
を
焼
（
き
）
て
む
。

浄

妄
語
は
第
一
の
火
な
り
。
な
を
よ
く
大
海
を
焼
く
。

マ

ウ

コ

タ
イ

ク

ワ

タ
イ
カ
イ

吉

妄
語
は

よ
く
大
海
を
や
き
つ
べ
し
。

青

況
（
ム
ヤ
）
妄
語
ノ
人
ヲ
焼
（
ク
）
コ
ト
ヲ
（
ヤ
）
草
木

薪

ヲ
焼
ク
カ
如
シ

キ
ヾ

最

況
（
や
）
妄
語
の
人
を
焼
（
か
）
む
こ
と
、
草-

木
薪
を
焼
（
か
む
）
か
如
し

浄

い
は
む
や
、
妄
語
の
人
を
や
く
こ
と
、
草
木
・
た
き
ゝ
を
や
く
か
こ
と
し
。

マ

ウ

コ

サ
ウ
モ
ク

吉

い
は
ん
や
、
妄
語
［
ノ
］
人
を
や
か
ん
事
、
草
木
の
薪
の
ご
と
し
と
い
へ
り
。

注

青

ト
。

云
〃
（
割
行
）

最

（
と
）
云
〃
（
割
行
）

浄

云
〃
（
割
行
）

吉

ぢ
ご
く
の
た
き
ゞ
と
な
る
物
な
り
。

『往生要集』引用文から見た『宝物集』について（五）
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注

吉
川
本
「
ノ
」
無
。
久
遠
寺
本
に
よ
り
補
（
新
体
系
本
に
依
る
）

『
往
生
要
集
』
で
は
比
較
箇
所
㉜
と
同
じ
く
正
法
念
経
を
引
い
て
、
大
叫
喚
地
獄
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
部
分
。
㉜
の
次
に
出
て
く
る
部
分
で
あ
る
。

尚
、
岩
波
新
体
系
本
で
は
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
『
正
法
念
経
』
お
よ
び
『
諸
経

要
集
』
の
偈
と
し
て
、
『
往
生
要
集
』
を
典
拠
と
す
る
可
能
性
に
言
及
し
て
い
な
い
。
（
二

二
五
ペ
注
九
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
部
分
は
、
『
往
生
要
集
』
が
「
如
焼
草
木
薪
」
と
な
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
『
正
法
念
経
』
は
「
猶
如
焼
草
木
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
猶
」
字
が
有
っ
て

「
薪
」
字
が
無
い
。
従
っ
て
、
比
較
箇
所
㉜
の
続
き
部
分
で
あ
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、

㉜
㉝
と
も
、
『
正
法
念
経
』
を
見
て
引
用
し
た
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
形
の
『
往
生
要
集
』

を
典
拠
と
し
て
い
る
可
能
性
が
最
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

但
し
、
こ
こ
で
は
、
偈
を
訓
読
し
て
い
る
。
前
比
較
箇
所
、
ま
た
こ
れ
か
ら
後
の
比
較
箇

所
で
も
、
吉
川
本
の
『
往
生
要
集
』
の
引
用
は
漢
文
の
形
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
訓

読
し
た
上
で
、
「
第
一
の
火
な
り
」
が
抜
け
、
最
後
に
「
地
獄
の
薪
と
な
る
物
な
り
」
と
ま
と

め
て
和
文
で
要
約
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
部
分
に
就
い
て
は
、
仮
名
書
き
本
を
参
照
し
た
可

能
性
が
あ
る
。
こ
の
比
較
表
で
も
、
吉
川
本
は
浄
福
寺
本
の
本
文
に
最
も
近
い
。
も
ち
ろ

ん
、
訓
点
本
を
読
み
下
し
て
要
約
す
る
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
る
が
、
そ
の
場

合
は
も
っ
と
文
章
が
漢
文
訓
読
体
に
近
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
仮
名
書
き
本
で
な
く
と
も
、
必
ず
し
も
『
往
生
要
集
』
を
書
籍
の
形
で
見
て
写
し

た
わ
け
で
は
な
く
、
『
往
生
要
集
』
が
元
と
な
っ
た
説
法
を
聞
き
お
ぼ
え
、
暗
誦
し
て
い
た

文
章
を
書
き
付
け
た
可
能
性
も
高
い
。

『
往
生
要
集
』
の
場
合
、
説
法
の
場
で
意
味
を
示
す
た
め
に
訓
み
下
さ
れ
、
要
約
さ
れ

な
が
ら
、
十
三
世
紀
前
半
当
時
の
話
し
言
葉
に
近
い
言
葉
で
説
明
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
大

い
に
考
え
ら
れ
る
。

比
較
箇
所
㉞

『
宝
物
集
』
巻
五

『
往
生
要
集
』
大
文
五
ー
四

止
悪
修
善

青

中
六
二
ウ
７

[

如]

彼
ノ
犯
罪
ノ
（
左

罪
（
ヲ
）
犯
セ
ル
）
人
ノ

最

中
六
三
オ
６

［
如
］
彼
の
犯
罪
の
人
の
、

吉

二
三
〇
ぺ
⒕

如
彼
犯
罪
人

青

満
チ
ル(

左
訓)

鉢
ノ
油
ヲ
擎
ケ
持
シ
テ
（
左

持
モ
テ
）。

最

鉢
ニ
満
テ
ル
油
を
擎
ケ
持
テ
［
イ

擎-

持
し
て
］

モ

吉

挙
（
マ
マ
）
持
満
油
鉢

青

若
（
シ
）
油
ヲ
棄
ツ
ル
コ
ト
（
左

コ
ホ
イ
テ
ハ
）
一
渧
モ
セ
ハ

ス

最

若
（
し
）

油
を
棄
ツ
る
こ
と
一
渧
ヲ
モ
（
せ
は
）

吉

若

棄

油
一
渧

青

罪

大
辟
ニ

交
ハ
リ
（
左

コ
モ
コ
モ
）
入
ナ
ム
（
左

イ
レ
ナ
ム
ト
）

最

罪
（
訓
）

大-

僻
に
交-

入
す

吉

罪

交
入
大
壁

こ
こ
は
『
往
生
要
集
』
が
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
一
節
を
引
用
し
た
部
分
で
あ
る
。

『
宝
物
集
』
吉
川
本
は
訓
読
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
岩
波
新
体
系
本
に
よ
れ
ば
、
吉

川
本
は
じ
め
他
の
『
宝
物
集
』
二
種
七
巻
本
は
、
『
往
生
要
集
』
お
よ
び
『
菩
薩
処

胎
経
』
の
「
擎
」
字
が｢

挙｣

に
、
「
辟
」
字
が
「
壁
」
字
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
、
『
往
生
要
集
』
あ
る
い
は
『
菩
薩
処
胎

経
』
の
本
文
は
見
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
『
往
生
要
集
』
等
の
当

該
部
分
を
訓
読
す
る
場
合
、
次
の
句
に
続
い
た
後
で
、
最
後
に
最
初
に
見
え
る｢

如｣

字
に
戻
り
「
ご
と
し
」
で
終
わ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
読
ま
な
い[

如]

字
を
、
『
宝

古田 恵美子
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物
集
』
で
は
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
漢
文
を
写
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

あ
る
い
は
こ
の
部
分
だ
け
を
ほ
ぼ
覚
え
て
お
り
、
前
の
句
だ
け
で
、
「
如
し
」
に
続

け
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
。

ま
た
、
「
壁
」
と｢

辟｣

は
字
形
が
似
て
い
る
た
め
の
書
写
違
い
と
も
思
わ
れ
る
。

も
し
く
は
、
音
が
同
じ
で
あ
る
た
め
の
暗
誦
し
た
本
文
を
漢
字
に
直
す
と
き
の
間
違

い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
字
を
介
し
て
い
る
と
も
、
音
を
介
し
て
い
る

と
も
両
方
考
え
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
文
字

の
類
似
の
方
が
大
き
く
、
蓋
然
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

「
挙
」
と｢

擎｣

も
、
字
形
が
似
て
い
る
た
め
、
文
字
を
書
き
写
す
場
合
の
書
写
違

い
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
音
は
違
う
が
、
意
味
の
上
で
は
似
て
も
い
る
。
説
法

を
聞
き
覚
え
た
が
、
意
味
で
大
体
覚
え
て
い
て
、
う
ろ
覚
え
の
も
の
に
漢
字
を
当
て

よ
う
と
し
た
時
の
間
違
い
の
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
文
字
を
介
し
た
写
し

違
い
の
方
が
蓋
然
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

結
局
、
先
の｢

如
」
字
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
箇
所
に
限
っ
て
言
え
ば
、
文

字
を
介
し
た
写
し
違
い
の
可
能
性
の
方
が
高
い
。

す
な
わ
ち
、
一
概
に
は
『
往
生
要
集
』
あ
る
い
は
『
菩
薩
処
胎
経
』
を
見
て
い
な

い
と
は
言
え
ず
、
音
読
さ
れ
た
も
の
を
暗
誦
し
た
ま
ま
書
い
た
か
、
書
籍
を
書
写
し

た
か
、
の
決
定
的
証
拠
は
無
い
が
、
蓋
然
性
と
し
て
は
書
籍
の
方
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
場
合
に
せ
よ
、
当
時
の
流
布
状
況
、
及
び
こ
れ
ま
で
に
比
較
し
て
き
た

引
用
状
況
か
ら
考
え
て
、
典
拠
は
『
往
生
要
集
』
と
推
定
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
現
存
七
巻
本
系
統
が
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
系
統
の

元
本
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
と
こ
ろ
に
起
こ
っ
た
間
違
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

比
較
箇
所
㉟

『
宝
物
集
』
巻
五

『
往
生
要
集
』
大
文
四
ー
三

青

上
一
〇
三
オ
７

十
住
毘
婆
娑
論
ニ
云
（
ハ
ク
）
一
切
ノ
諸
法
ハ

最
・
神
・
元
、
青
に
同
じ

吉

二
三
八
ペ
９

十
住
毘
婆
娑
論
に
は
、
一
切
の
諸
仏
は

青

願
ヲ
根
本
ト
為
。
願
ヲ
離
レ
テ
ハ

則
（
チ
）
成
ラ
不

ス

ズ

吉

ぐ
は
ん
（
マ
マ
）
を
は
な
れ
て
は
生
せ
ず

と
い
ひ
、

こ
こ
は
『
往
生
要
集
』
が
『
十
住
毘
婆
娑
論
』
の
偈
を
要
約
し
た
上
で
、
引
用
し

た
部
分
で
あ
る
。

吉
川
本
は
『
往
生
要
集
』
の｢

諸
法
」
を
、｢

諸
仏｣

に
誤
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
が
、
実
は
『
十
住
毘
婆
娑
論
』
の
諸
本
に
異
同
が
あ
り
、
「
諸
仏
」
と
な
っ
て
い

る
『
十
住
毘
婆
娑
論
』
の
テ
キ
ス
ト
も
少
数
な
が
ら
あ
る
。
こ
の
場
合
、『
宝
物
集
』

の
典
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
文
字
に
な
っ
て
い

る
も
の
を
逐
一
写
し
た
の
で
は
な
く
、
文
体
も
和
文
に
な
り
、
途
中
ま
で
を
大
き
く

要
約
し
て
い
る
。
や
は
り
、
説
法
な
ど
の
一
部
を
思
い
出
し
て
書
い
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

尚
、『
宝
物
集
』
に
つ
い
て
は
関
係
な
い
が
、『
十
住
毘
婆
娑
論
』
は
、
二
行
目
「
根
」

字
が
「
其
」
字
で
あ
り
、
『
往
生
要
集
』
も
引
用
を
間
違
え
て
い
る
。

比
較
箇
所
㊱

『
宝
物
集
』
巻
五

『
往
生
要
集
』
大
文
四
ー
三

作
願
門

青

上
一
〇
三
オ
６

十
疑
ニ
言
（
ハ
ク
）

元

上
末
六
一
オ
５

十
疑
ニ
云
ク

神

五
四
オ
７

十
疑
ニ
云
ク

吉

一
五
一
ペ

十
疑
に
は
、

11

『往生要集』引用文から見た『宝物集』について（五）
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青

浄
土
ニ
生
（
レ
ム
）
ト
求
ル
所-

以
ハ

元

浄
土
ニ
生
レ
ム
ト
求
ル
所-

以
ハ

ユ

ヘ

神

浄
土
ニ
生
レ
ム
ト
求
ル
所-

以
ハ

ユ

ヱ

吉

浄
土
に
む
ま
れ
ん
と
お
も
は
く
（
久
能
寺
本

フ
ハ
）

青

一
切
衆
生
ノ
苦
ヲ
救
抜
セ
ム
ト
欲
フ
か
故
ナ
リ

元
・
神
、
青
に
同
じ

吉

一
切
し
ゆ
じ
や
う
を
あ
は
れ
む
ぐ
は
ん
（
マ
マ
）
を
と
げ
ん
が
た
め
な
り
。

『
往
生
要
集
』
が
『
浄
土
十
疑
論
』
の
偈
を
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
『
宝
物

集
』
は
そ
れ
を
都
合
良
く
要
約
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
『
浄
土
十
疑
論
』
と
『
往
生
要
集
』
の
間
に
本
文
の
異
同
が
あ
る
。『
十

疑
論
』
に
は
、
『
往
生
要
集
』
で
い
う
と
右
対
照
文
の
三
行
目
の
一
字
目
に
「
為
」

字
が
あ
り
、
仮
に
訓
読
す
る
と
、
「
一
切
衆
生
の
苦
ヲ
救
抜
せ
む
と
欲
は
む
が
為
の

た
め

故
な
り
」
と
な
る
。
こ
れ
は
吉
川
本
の
文
末
「
と
げ
ん
が
た
め
な
り
」
の
典
拠
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
。
『
往
生
要
集
』
に
は
「
た
め
」
と
読
む
字
が
無
い
。

ま
た
、
吉
川
本
は
『
往
生
要
集
』
の
「
求
ル
所-

以
ハ
」
に
あ
た
る
部
分
を
「
お

も
は
く
」
と
い
う
ク
語
法
で
表
し
て
い
る
が
、
ク
語
法
だ
け
で
は
理
由
ま
で
は
表
さ

な
い
の
で
、
意
味
の
上
で
は
元
の
文
と
は
違
っ
た
表
現
に
な
る
。
ま
た
、
ク
語
法
自

体
、
訓
読
で
多
用
さ
れ
る
語
法
で
あ
り
、
説
法
な
ど
の
聞
き
か
じ
り
の
断
片
を
書
き

付
け
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
典
拠
が
『
浄
土
十
疑
論
』
で
あ
ろ

う
と
、
『
往
生
要
集
』
で
あ
ろ
う
と
、
介
在
す
る
の
は
文
字
（
書
籍
）
で
は
な
く
、

声
（
説
法
）
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

比
較
箇
所
㊲

『
宝
物
集
』
巻
五

『
往
生
要
集
』
大
文
四
ー
三

作
願
門

青

上
一
〇
四
オ
４

大
荘
厳
論
ニ
云
（
ハ
ク
）

仏
国
ノ
事

大
ナ
リ
。

神

上
末
五
五
ウ
２

大
荘
厳
論
ニ
云
（
ハ
）
ク

仏
国
ノ
事
ハ

大
ナ
リ

元

上
末
六
二
オ
６

大
荘
厳
論
ニ
云
（
ハ
ク
）

仏
国
ノ
事
（
平
濁
）
大
ナ
リ

ジ

吉

二
三
八
ペ

さ
れ
ば
、
大
荘
厳
論
と
申
文
に
は
、

13

青

独
リ
行
シ
テ
ハ
功
徳
ヲ
成
就
ス
ル
コ
ト
能
（
ハ
）
不
。
要
ス
願
力
ヲ
須
ヰ
ル
ベ

ス

神
・
元

（
青
に
ほ
ぼ
同
じ
）

シ

吉

「
行
業
は
牛
車
の
ご
と
し
。
ぐ
は
ん
は
御
者
の
ご
と
し
。

青

牛
ノ
力
ア
リ
ト
雖
ヘ
ト
モ
車
ヲ
挽
ク
ニ
要
ス
御
者
ヲ
須
ヰ
テ
能
ク
所-

至
有
ル

ヒ

キ
ヨ

カ
如
ク

仏
ノ
国
土
ヲ
浄
ム
ル
コ
ト
ハ
願
ニ
由
テ
引
成
ス

神

牛
ノ
車
ヲ
挽
ク
ニ
力
ア
リ
ト
雖
（
モ
）
要
ス
御-

者
ヲ
須
ヰ
テ
能
ク
所-

至
有

（
ル
）
カ
如
（
シ
）
。
仏
ノ
国
土
ヲ
浄
ム
ル
コ
ト
ハ
願
ニ
由
テ
引
成
ス

元

神
に
同
じ
。

吉

願
の
御
者
な
け
れ
ば
、
行
業
の
牛
車
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
庭
に
め
ぐ
る
事
な
し
」

と
申
な
る
也

『
往
生
要
集
』
が
『
大
荘
厳
論
』
（
「
大
論
」
）
を
引
用
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

『
宝
物
集
』
は
、
こ
こ
で
は
本
来
の
文
脈
を
離
れ
、
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
な
形
に
し

て
、
端
的
に
要
約
し
て
い
る
。
文
体
も
当
時
の
話
し
言
葉
に
近
く
、
書
籍
の
形
か
ら

引
用
し
た
の
で
は
な
く
、
聞
き
覚
え
た
言
葉
を
書
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
宝
物

集
』
の
元
に
な
っ
た
説
法
な
ど
が
、『
往
生
要
集
』
を
元
に
し
た
も
の
か
、
『
大
荘
厳

論
』
を
元
に
し
た
も
の
か
を
知
る
手
が
か
り
は
無
い
。

古田 恵美子
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比
較
箇
所
㊳

『
宝
物
集
』
巻
五

『
往
生
要
集
』
大
文
二
ー
六

引
接
結
縁
楽

青

上
五
九
オ
６

花
厳
経
ノ
普
賢
ノ
願
ニ
云
（
ハ
）
ク

神

上
末
三
ウ
２

花
厳
経
普
賢
願
（
ニ
）
云
（
ハ
）
ク

（
元
も
同
じ
）

吉

二
三
九
ペ
２

こ
こ
を
も
つ
て
、
普
賢
は
、

青

願
（
ハ
ク
）
ハ
我
命
終
セ
ム
ト
欲
セ
ム
時
ニ
臨
（
ミ
）
テ

神

願
（
ハ
ク
）
ハ
我
レ
命
終
欲
ム
ト
セ
ム
時
ニ
臨
（
ミ
）
テ

セ

元

願
（
ハ
ク
）
ハ
我
命
終
セ
ム[

欲]

（
不
読
）
時
ニ
臨
（
ミ
）
テ

吉

願
我
臨
欲
命
終
時

青

盡
ク
一
切
ノ
諸
ノ
障
碍
ヲ
除
（
キ
）
テ
、

神

盡

ク
一
切
ノ
諸
ノ
障
碍
ヲ
除
（
キ
）
テ
、

コ
ト
コ
ト

元

盡

ク
一
切
ノ
諸
ノ
障
碍
ヲ
除
シ
、

コ
ト
コ
ト

吉

尽

除

一
切
諸
障
碍
、。

青

面

彼
ノ
仏
阿
弥
陀
ヲ
見
（
タ
テ
マ
）
ツ
リ
テ
、

タ
リ

神

面

彼
（
ノ
）
仏
阿
弥
陀
ヲ
見
テ
、

マ
ノ
ア
タ
リ

元

面

彼
ノ
仏
阿
弥
陀
ヲ
見
タ
テ
マ
ツ
リ
、

マ
ノ
ア
タ
リ

吉

面
見
彼
仏
阿
弥
陀

青

[

即]

安
楽
刹
ニ
往
生
ス
ル
コ
ト
得
ム
。

神

[

即]

安
楽
ノ
刹
ニ
往
生
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
テ
ム
ト
。

元

即
（
チ
）
安
楽
刹
ニ
往
生
（
ス
ル
）
コ
ト
得
ム
。

吉

即

得
往
生

安
楽
国

『
往
生
要
集
』
は
、
『
華
厳
経
』
の
偈
を
引
用
し
た
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に

は
、
『
往
生
要
集
』
に
華
厳
経
と
の
異
同
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
厳
密
に
言
う
と
ど

ち
ら
か
ら
引
用
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
比
較
（
拙
稿
二
〇
一
五
の

比
較
箇
所
㉔
等
）
か
ら
、
華
厳
経
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ら
『
往
生
要
集
』
が
引
用

し
て
い
る
経
典
の
引
用
は
、
『
往
生
要
集
』
か
ら
引
用
（
孫
引
き
）
し
て
い
る
も
の

と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

前
の
比
較
箇
所
㉜
㉞
と
同
じ
く
、
吉
川
本
は
漢
字
本
文
で
、
読
み
下
さ
ず
に
表
記

し
て
い
る
。
元
に
し
た
『
往
生
要
集
』
本
文
は
仮
名
書
き
で
は
な
く
、
訓
点
の
無
い

版
本
な
ど
漢
文
だ
け
の
本
か
、
訓
点
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

比
較
箇
所
㉜
㉞
は
偈
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
も
七
言
絶
句
の
形
を
し
て
い
る
一
種
の

ウ
タ
で
あ
る
。

比
較
箇
所
㊴

『
宝
物
集
』
巻
五

『
往
生
要
集
』
大
文
四
ー
三

作
願
門

青

上
一
〇
四
オ
７

十
住
毘
婆
娑
論
ニ
云
（
ハ
ク
）

（
一
文
略
）

神
（
五
五
ウ
６
）・
元
（
六
二
）
ウ
３
）

青
に
同
じ

吉

二
三
九
ぺ

十
住
毘
婆
娑
云

10

青

上
一
〇
四
ウ
２

若
シ
人

仏
ニ
作
ラ
ム
ト
願
シ
テ

神

青
に
同
じ
・
元

願
（
ヒ
）
テ

吉

若

人

願

作

仏

青

心
ニ
阿
弥
陀
ヲ
念
ス
レ
ハ

時
ニ
応
シ
テ
為
ニ
身
ヲ
現
（
シ
）
タ
マ
フ

神
・
元

青
に
同
じ

吉

心

念

阿
弥
陀

応
時

為

現
身
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青

是
ノ
故
ニ

我
レ

帰
命
（
シ
タ
テ
）
マ
ツ
ル
。

神
（
青
に
同
じ
）

元

是
（
ノ
）
故
（
ニ
）
我
レ
帰
命
（
シ
）
ツ
ル
ト

吉

是
故

我

帰
依

『
往
生
要
集
』
で
は
、
先
の
比
較
箇
所
㉟
の
続
き
部
分
で
あ
り
、
一
行
目
の
省
略

部
分
に
㉟
の
部
分
が
入
る
形
に
な
る
。

こ
の
部
分
に
対
し
て
は
『
十
住
毘
婆
娑
論
』
と
『
往
生
要
集
』
の
間
に
本
文
の
異

同
は
無
い
。

先
の
比
較
箇
所
㉜
㉞
㊳
と
同
じ
く
、
こ
こ
も
五
言
絶
句
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
漢

文
の
形
の
表
記
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
㊴
を
加
え
た
四
箇
所
は
「
偈
」
と
認
識
さ
れ

る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
が
漢
詩
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
漢
文
の

形
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

一
巻
本
か
ら
、
和
歌
や
『
往
生
要
集
』
な
ど
の
仏
典
の
増
補
を
加
え
て
二
種
七
巻

本
に
な
っ
た
と
考
え
る
と
、
歌
・
音
読
に
対
す
る
二
種
七
巻
本
の
作
者
の
執
心
が
想

像
さ
れ
る
。
こ
れ
は
仏
教
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
よ
う
な
形
を
思
い

描
い
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

三
、
ま
と
め

本
稿
の
考
察
の
目
的
は
、
は
じ
め
に
述
べ
た
通
り
、
「
七
巻
本
に
増
補
さ
れ
た
と

き
、
ど
の
よ
う
な
形
の
『
往
生
要
集
』
が
使
わ
れ
た
の
か
」
で
あ
る
。

巻
五
全
体
の
比
較
を
終
え
た
今
、
考
え
ら
れ
る
ル
ー
ト
は
三
つ
あ
る
。

１
，
『
往
生
要
集
』
訓
点
本
が
参
照
さ
れ
、
文
字
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
も
の

比
較
箇
所
㉜
㉞
㊳
㊴

２
，
『
往
生
要
集
』
を
元
に
し
た
説
法
な
ど
の
聞
き
覚
え
と
考
え
る
の
が
最
も

考
え
や
す
い
も
の

比
較
箇
所
㉟
㊱
㊲

３
，
２
の
聞
き
書
き
の
可
能
性
が
大
き
い
が
、
『
往
生
要
集
』
仮
名
書
き
本
の

可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
も
の

比
較
箇
所
㉝

１
の
訓
点
が
付
い
て
い
た
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、
漢
字
主
体
の
本
を
参
照
し
て

い
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
と
考
え
ら
れ
る
。

２
の
説
法
由
来
の
聞
き
覚
え
の
体
験
が
、
七
巻
本
へ
の
増
補
者
に
豊
富
に
有
っ
た

で
あ
ろ
う
事
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
を
書
く
に
当
た
っ
て
ど
う
し

た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
断
言
は
で
き
な
い
。

尚
、
２
と
３
に
分
け
た
理
由
は
以
下
で
あ
る
。

２
は
、
要
約
や
補
足
が
さ
れ
て
お
り
、
『
往
生
要
集
』
本
文
通
り
の
内
容
で
な
い

も
の
を
挙
げ
た
。

３
は
、
一
応
『
往
生
要
集
』
の
本
文
に
沿
っ
て
お
り
、
訓
読
文
の
内
容
に
過
不
足

が
殆
ど
無
く
一
致
し
て
い
る
も
の
を
挙
げ
た
。

但
し
、
『
往
生
要
集
』
仮
名
書
き
本
に
も
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
、
興
福
寺
本
の

よ
う
に
漢
文
書
き
下
し
文
そ
の
ま
ま
の
片
仮
名
書
き
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
浄
福
寺
本

・
明
性
寺
本
の
よ
う
に
殆
ど
省
略
が
さ
れ
て
い
な
い
和
文
的
仮
名
書
き
本
も
あ
る
。

西
南
院
本
の
よ
う
に
多
く
の
省
略
や
要
約
が
あ
り
、
聞
き
書
き
の
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
西
南
院
本
の
よ
う
な
も
の
を
参
照
し
た
と
考
え
れ
ば
、
２

も
３
も
同
じ
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

今
後
、
二
種
七
巻
本
の
六
巻
・
七
巻
の
『
往
生
要
集
』
の
引
用
部
分
の
対
照
・
分

析
を
続
け
、
手
が
か
り
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
、
当
時
の
俗
家
に
お
け
る
仏
典
享
受
の
実
態
解
明
や
、

和
漢
混
淆
文
の
成
立
過
程
の
解
明
に
資
す
る
よ
う
に
考
え
を
深
め
て
い
く
つ
も
り
で

あ
る
。

古田 恵美子
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注
１

拙
稿
一
九
九
一

「
『
栄
花
物
語
』
中
に
引
用
さ
れ
た
『
往
生
要
集
』
訓
読

文
の
位
相
に
就
い
て
」

山
中
裕
編
『
栄
花
物
語
研
究
』
第
三
集

高
科
書
店

一
九
九
一
年
五
月

拙
稿
一
九
九
五

「
『
往
生
要
集
』
の
諸
本
に
就
い
て
」『
築
島
裕
博
士
古
希

記
念
国
語
学
論
集
』

築
島
裕
博
士
古
希
記
念
会
編

汲
古
書
院

一
九
九
五
年
一
〇
月

注
２

築
島
裕
・
坂
詰
力
治
・
後
藤
剛
編

汲
古
書
院

一
九
九
二
年

注
３
『
往
生
要
集
』
が
他
の
経
を
引
用
し
て
い
る
場
合
の
典
拠
・
校
異
は
左
記
の
書

を
参
考
に
し
た
。

『
原
本
校
註
漢
和
対
照

往
生
要
集
』

花
山
信
勝

一
九
三
七
年
初
版
、

一
九
七
六
年
二
版

山
喜
房
仏
書
林


